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２０２４年を引き継ぎながら ひとつは「新しい連携作り<NHK 連携＞」ふたつは「障がいある人

の地域居住支援」そんなことを考えています。共に連動するものですが「時代の風」も感じながら具体

に創っていきます（この文章を書いている時に「中井やまゆり園元利用者の死亡事案に係る神奈川県等

検証チーム報告」が公表）。 

 

＜１＞ NHK連携 

NHK連携とは、西区ガッツ、ねくさす(N)・保土 ヶ谷区ゆめ（H）保恵和青年寮（K）が共々考えられ

る「連携保協働」を具体に創っていこうとする試みです。地域機関と入所施設また区域を越えあうこ

と。そんな様々を面白く保楽しく保自由に。ちょっぴりまじめに作り上げよう。そんな事業企画です。

土 ヶ谷保恵和保ガッツにそれぞれ参加しあいながら「元気」を作っていきます。例えば 6月。恵和

モニタリング会議に参加させていただき、僕はこんな感想をもちました。 

6 月 18 日（水）１４：００～◎あれこれ考える会議になりました（渡辺にとって）。 

 今日会議した利用者の中で、A さんのフレーズが出てきました。もしやと思い「AB」さんですか

と問うと、その通りとの返答。３０数年前にある通所で支援した「子ども」さんであった。その当時

あれこれ皆で議論等を重ねたが、なかなかいい対応が見つけることが出来なかった（医療職含め何度

も話し合いしましたが）。そんな人と再びの出会いであった。その時の課題保問題が大きくなってい

ました。その時にもっともっと「チームを広げ考え保実行することが必要」だったと改めて痛感！ 

このことは子どもの施設保教育またご家庭にていねいにどう伝えることが可能か。成人の場と子ども

の場との「出会い」も創る必要があるかなと。そんな思いの中、恵和職員の「本人の思い」を大事に

しながらの話し合いには感じるものが多くありました。 

 上記のような取組含め様々に面白がって「N保H保K連携」を創っていきます。 

 

＜２＞ 障がいある人の地域居住支援の具体化 

 地域居住支援に関わる法律が二つ動きます。ひとつは生活困窮者自立支援法の改正、ふたつは住宅

セーフティーネット法の改正です。何故、法改正が必要なのか？①単身高齢者②生活困窮者③障害者

④ホームレスの方々への地域居住支援を具体にどう考えていくかが問われています。二つの流れの場

所は「地域」になります。特定の施設への入所ではなく、あくまでも当たり前な地域での居住をどう

考えることが出来るか。たとえば「障害者権利条約」があります。「障がいがあっても地域で当たり

前に生きる権利」があると書かれています。この権利条約を批准するために幾つかの法律が改正また

新たにつくられました。「障害者差別解消法」も重要な法律です。そして「地域移行」と。言葉では多

く使われるようなりましたが。この言葉をいかに具現化するか。まだまだ大きな課題も感じますが、

分野が違う人たちと協働しながら、出来るところから「地域居住」の実現を創っていきたいと思って

います。 

                ２０２５保７保１ ねくさす   

                                



 

 

令和７年 4 月から 6月にかけて、後見的支援制度等に関する勉強会を４回開催しました。2 回

はさぽーと・ねくさす主催の勉強会で１時間半程度のものを開催し、主に新人職員さんや新人利用

者とそのご家族が参加。残る 2 回は出張開催で、区内生活介護事業所と就労支援事業所を運営す

る NPO法人の職員向けの研修としてご依頼いただき、それぞれ 1時間程度の講話をしました。 

今回のポイントは、横浜市独自の制度を知ってもらうこと、日頃から利用者とその家族の抱える

課題にも意識を向けてもらうこと、そんな管理者の思いを聞いたうえで資料を作成。今回は 1980

年頃の「訓練会」や活動ホームの設置という横浜独自の取組みや、多機能型拠点等の整備も含んだ

「将来にわたるあんしん施策」についても盛り込みました。 

それぞれに関わる利用者さんは違っても、誰もが 

様々な不安を抱えて暮らしています。その不安の一つ

である「親なき後」について、「身近な相談者」である

支援職員が利用者やご家族の変化に気づき、必要な時

に提案できるよう、この制度を一つの知識として知っ

ていただけたなら幸いです。 

今後も事業所内で「親なき後の暮らし」や「横浜市障

害者後見的支援制度」等の研修を検討される際には、お

気軽にねくさすまでご相談ください。 

 

 

 

 

 

●文 後見：森  淳 

西区後見的支援室 さぽーと・ねくさす 

【編集後記】     ねくさすの小さなお庭     

いつも気がつくときれいな季節の花が咲いている「 ねくさすの小さなお庭」。

こまめに手入れをしてくださるスズノさんの存在があってこそ維持できてい

ます。外回りの多い職員の癒しになり、活力になっています。ありがとうござ

います！ 

今の時期は百合の花が見頃です。良かったら近くを通ったときに、香りにも

癒されにきてください    

ところで、今年の夏も暑くなりそうですね☀ 

皆様も熱中症に警戒し、暑い日はエアコンを利用して室内で涼み、屋外では

こまめな休憩、水分補給をして無理をせずにお過ごしください。 

ちなみに私事ですが、最近は早起きして、朝ランニングを始めました。夏

の暑さに負けないように体力作りをしています。この暑さがいつまで続くか

分かりませんが、夏の間は続けていきたいと思っています    

                        ねくさす（た） 

 

  

 


